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第
30
号 

 

平
成
二
七
年(

二
〇
一
五)

一
〇
月
七
日 

発
行
部
数 

十
五
部 

 
 
 
 
 

（
不
定
期
刊
行
） 

 

発
行
者 

 

東
京
都
羽
村
市 

山
口 

正
義 

 
 

      
 
 
 
 

埼
玉
北
西
部
の
和
算
研
究
の
個
人
通
信 

 
 
 

 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

（
題
字 

伊
藤
武
夫
氏
） 

 
 

（
前
号
第
29
号
の
続
き
で
す
） 

 飯
能
の
和
算
家 

石
井
弥
四
郎
和
儀
（
二
） 

 

 

所
懸
干
坂
東
十
番
観
世
音
堂
者
一
事 

今
有
如
圖
半
円
内
容
三
角
面
及
隅
角

面
内
外
交
罅
六
円
只
云
者
等
圓
徑
若

干
乃
三
角
面
二
段
與
外
圓
徑
相
等
問

外
円
徑
大
円
徑
小
円
徑
得
各
其
術
如

何 

 

答
曰
如
左        

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

術
曰
置
三
箇
開
平
方
名
天
乗
等
円
六
段
得
外
円 

徑
又
曰
天
二
段
之
内
減
三
箇
名
甲
乗
外
円
徑
得

大
円
徑
次
曰
以
甲
除
天
三
段
内
減
四
箇
餘
名
乙

乗
等
圓
徑
十
八
段
加
大
圓
徑
名
丙
乗
大
圓
徑
開

平
方
倍
之
以
減
丙
位
大
円
徑
和
内
餘
以
乙
冪
除

之
ヲ
得
小
圓
徑
合
問 

 
 

☆ 

 
 
 
     

別
術 

 

術
曰
置
一
十
二
箇
開
平
方
名
率
乗
等
円
徑
三
段

得
外
円
徑
置
率
三
除
之
加
一
箇
以
除
外
円
徑
得

大
円
徑
置
率
加
三
箇
五
分
乗
大
円
徑
冪
四
十
八

段
開
平
方
減
大
円
徑
因
率
餘
除
率
二
段
一
十
八

箇
和
自
之
除
大
円
徑
得
小
円
徑
合
問 

  

読
み
下
し
は
省
略
し
ま
す
が
、
☆
ま
で
が
元
々

の
算
額
の
内
容
で
あ
ろ
う
。
別
術
以
下
は
石
井
和

儀
に
よ
る
も
の
で
す
。
こ
の
術
文
の
結
果
を
得
る

計
算
過
程
が
こ
の
後
に
細
か
く
書
か
れ
て
い
ま
す
。

確
認
し
て
み
ま
し
た
が
両
者
の
計
算
結
果
は
勿
論

一
致
し
ま
す
。 

 

吉
見
観
音
の
算
額
は
、文
政
五
年（
一
八
二
二
）

四
月
に
関
流
の
矢
嶋
久
五
郎
豊
高
が
掲
額
し
た
も

の
で
二
問
あ
り
ま
す
が
、
石
井
和
儀
が
書
き
写
し

た
も
の
は
現
存
す
る
算
額
の
順
番
と
は
何
故
か
逆

に
な
っ
て
い
ま
す
。
一
問
目
は
、
直
角
三
角
形
の

直
角
の
頂
点
か
ら
斜
辺
へ
垂
線
を
引
き
大
円
と
小

円
が
あ
る
と
き
、
条
件
に
従
っ
て
二
つ
の
円
の
直

径
を
問
う
も
の
で
す
が
、
石
井
和
儀
は
問
題
を
変

形
し
て
解
を
与
え
て
い
ま
す
。 

 

二
問
目
は
菱
面
内
に
同
じ
大
き
さ
の
円
が
四
個

互
い
に
接
す
る
よ
う
に
あ
る
と
き
の
問
題
で
す
が
、

こ
の
問
題
に
対
し
て
も
、「
右
改
正
」
と
し
て
設
問

を
若
干
変
形
し
、
そ
の
解
を
与
え
て
い
ま
す
。 

  

（
３
）
石
井
家
文
書
Ｃ
（
二
十
六
頁
） 

 

こ
の
書
物
は
表
題
が
あ
り
ま
せ
ん
が
、
盈
不
足

術
（
過
不
足
術
）、
方
程
正
負
術
（
三
元
の
一
次
連

立
方
程
式
）、
寄
偶
算
、
整
数
（
直
角
三
角
形
の
各

辺
が
整
数
）
の
四
部
門
に
つ
い
て
計
十
五
問
を
挙

げ
て
い
ま
す
。
盈
不
足
術
は
九
問
、
方
程
正
負
術

は
五
問
あ
り
、
い
ず
れ
も
『
算
学
啓
蒙
』
に
載
っ

て
い
る
問
題
と
同
じ
で
す
。
寄
偶
算
と
整
数
の
問

題
の
出
典
は
不
明
で
す
。
こ
の
書
物
も
石
井
和
儀

の
勉
強
の
証
で
あ
ろ
う
。
奥
書
に
は
「
西
上 

関

流
市
川
行
英
門
人 

武
州
原
市
場
邑
人 

石
井
弥

四
郎
和
儀 

印
印
」
と
あ
り
ま
す
が
、
年
月
の
記

述
は
あ
り
ま
せ
ん
。 

  

（
４
）
石
井
家
文
書
Ｄ
（
二
十
二
頁
） 

 

こ
の
書
物
も
題
や
奥
書
な
ど
は
な
く
、
い
つ
頃

の
も
の
か
直
接
的
に
は
不
明
で
す
が
内
容
か
ら
し

て
二
十
～
二
十
三
歳
頃
の
も
の
だ
ろ
う
か
。
五
問

の
幾
何
図
形
を
解
い
て
い
て
一
問
目
は
上
毛
新
町

（
高
崎
市
新
町
）
の
於
菊
稲
荷
神
社
の
算
額
、
二

問
目
は
上
毛
榛
名
神
社
の
算
額
、
三
問
目
は
『
精

要
算
法
』（
藤
田
貞
資
）
中
巻
に
あ
る
問
題
で
す
。 

 

『
賽
祠
神
算
』
と
い
う
書
物
に
は
於
菊
稲
荷
神

社
の
算
額
の
問
題
が
三
問
載
っ
て
お
り
、
そ
の
内
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の
一
問
が
石
井
和
儀
が
書
い
た
も
の
と
同
じ
で
す
。

賽
祠
神
算
の
序
に
は
天
保
二
年
（
一
八
三
一
）
と

あ
り
ま
す
か
ら
年
代
的
に
は
こ
の
書
物
を
見
て
写

し
た
と
は
考
え
に
く
く
、
実
際
に
見
学
し
て
書
き

写
し
た
可
能
性
が
高
い
。
書
き
写
し
た
も
の
は
問

題
と
答
術
の
み
で
出
題
者
や
年
月
は
記
載
さ
れ
て

い
ま
せ
ん
が
、
賽
祠
神
算
に
は
「
文
政
三
年
歳
次

庚
辰
五
月 

関
流 

増
尾
三
太
夫
良
恭
門
人 

丸

山
左
十
郎
佐
平
」
と
あ
り
ま
す
。
増
尾
三
太
夫
良

恭
は
小
野
栄
重
の
門
人
で
す
。
問
題
の
内
容
は
、

台
形
の
三
辺
の
長
さ
が
同
じ
と
き
に
最
大
の
面
積

に
な
る
も
う
一
辺
の
長
さ
を
求
め
る
も
の
で
す
。 

 

榛
名
神
社
の
算
額
は
現
存
し
、
群
馬
県
重
要
文

化
財
に
指
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
算
額
が
当
時

の
何
か
の
書
物
に
記
載
さ
れ
て
い
る
例
は
見
つ
か

り
ま
せ
ん
。
石
井
和
儀
が
実
際
に
見
学
し
て
書
き

写
し
た
も
の
だ
ろ
う
。
問
題
は
八
問
あ
り
、
五
番

目
の
も
の
を
書
き
写
し
て
い
ま
す
。
出
題
者
は
石

田
一
徳
（
玄
圭
）
の
門
人
で
五
十
嵐
友
四
方
明
と

あ
り
、
文
化
八
年
（
一
八
一
一
）
で
す
。
石
田
一

徳
は
藤
田
貞
資
の
門
人
で
す
。 

  

（
５
）
石
井
家
文
書
Ｅ
（
四
十
四
頁
） 

  

表
題
や
日
付
、
署
名
な
ど
は
な
い
。
比
較
的
簡

単
な
幾
何
図
形
の
問
題
三
十
九
問
を
掲
げ
解
（
術

文
）
を
与
え
て
い
ま
す
が
、
解
き
方
に
至
る
文
（
解

術
）
は
省
略
さ
れ
て
い
る
も
の
が
多
い
。
解
術
の

あ
る
問
題
も
文
章
で
長
々
と
書
い
て
あ
り
傍
書
術

な
ど
は
使
っ
て
お
ら
ず
、
初
期
に
習
っ
た
こ
と
を

伺
わ
せ
ま
す
。
直
角
三
角
形
内
に
円
を
置
く
も
の

や
直
角
三
角
形
を
分
割
し
た
問
題
が
一
番
多
く
、

他
に
角
切
や
台
形
、
菱
形
、
三
角
形
な
ど
の
問
題

が
あ
り
ま
す
。 

  

（
６
）
石
井
家
文
書
Ｆ
（
六
十
六
頁
） 

 

こ
の
書
物
も
表
題
等
は
な
く
日
付
も
あ
り
ま
せ

ん
。
極
数
題
、
招
差
術
、
垜
術
、
そ
れ
に
円
理
の

問
題
を
扱
っ
て
い
ま
す
。
い
ず
れ
も
時
代
的
に
は

既
知
の
問
題
で
す
が
、
石
井
和
儀
が
相
当
勉
強
し

た
証
の
史
料
で
も
あ
り
ま
す
。
特
に
円
理
の
問
題

は
積
分
の
概
念
を
正
し
く
理
解
し
て
い
る
こ
と
が

伺
え
、
子
の
権
現
の
算
額
の
問
題
に
通
じ
る
も
の

で
あ
っ
て
貴
重
で
す
。 

 

極
数
題
は
、
極
大
極
小
（
最
大
最
小
）
の
問
題

を
扱
う
も
の
で
三
問
を
述
べ
て
い
る
。
そ
の
内
一

問
は
於
菊
稲

荷
社
の
問
題

と
類
似
の
も

の
で
す
。
垜

術
で
は
三
角

衰
垜
、
平
方

衰
垜
な
ど
を

求
め
て
い
ま

す
。 

 

円
理
関
係

で
は
円
に
内

接
す
る
矩
形
を
作
り
、
こ
れ
ら
の
和
と
し
て
円
の

面
積
や
円
弧
の
長
さ
を
求
め
て
い
ま
す
。
つ
ま
り

極
限
の
概
念
と
積
分
の
考
え
に
通
じ
る
も
の
で
、

こ
れ
に
よ
り
円
周
率
を
求
め
、3.1415926 

百

(

有)

奇
を
得
て
い
ま
す
。こ
こ
に
出
て
来
る
式
は
、

松
永
良
弼
が
『
方
円
算
経
』（
元
文
四
年
（
一
七
三

九
））の
中
で
求
め
た
式
と
本
質
的
に
は
同
じ
で
す
。

松
永
良
弼
は
こ
の
式
に
よ
り
和
算
史
上
最
高
の
小

数
点
以
下
四
十
九
桁
ま
で
求
め
て
い
ま
す
が
、
石

井
和
儀
が
正
し
く
求
め
た
の
は
、
こ
の
書
物
で
は

小
数
点
以
下
七
桁
ま
で
で
す
。 

  
 

四
、
子
の
権
現
の
算
額
の
問
題 

 

『
算
法
雑
俎
』
は
、
関
流
の
算
士
白
石
長
忠
の

門
人
岩
井
重
遠
が
編
集
（
市
川
行
英
訂
・
白
石
長

忠
閲
）
し
た
も
の
で
文
政
十
三
年
三
月
の
序
文
が

あ
り
ま
す
。
群
馬
・
長
野
・
埼
玉
な
ど
の
十
九
社

寺
・
二
十
二
面
の
算
額
を
記
録
し
て
い
ま
す
。
子

の
権
現
の
算
額
に
つ
い
て
は
、
「
市
川
行
英
門
人 

武
州
高
麗
郡
原
市
場
邑 

石
井
弥
四
郎
源
和
義 

文
政
十
三
年
庚
寅
三
月
」
と
あ
り
ま
す
。
子
の
権

現
に
伺
い
確
認
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
が
こ
の
算
額

は
現
存
し
ま
せ
ん
。
そ
も
そ
も
実
際
に
掲
額
さ
れ

た
か
の
確
証
も
あ
り
ま
せ
ん
が
、
子
の
権
現
は
安

政
五
年
（
一
八
五
八
）
に
大
火
に
見
舞
わ
れ
て
い

る
の
で
そ
の
際
焼
失
し
た
可
能
性
も
あ
り
ま
す
。

そ
の
子
の
権
現
の
算
額
は
、
石
井
和
儀
が
遺
し
た

最
高
レ
ベ
ル
の
問
題
で
あ
り
、
円
柱
を
角
柱
で
穿

図３ 円理の計算の一部 
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去
し
た
と
き
の
体
積
を
求
め
る
問
題
で
す
。
筆
者

は
こ
の
問
題
の
解
き
方
を
当
時
の
和
算
で
ど
の
よ

う
に
解
い
た
か
を
知
り
ま
し
た
が
、
江
戸
末
期
に

飯
能
で
か
か
る
高
尚
な
数
学
が
行
わ
れ
て
い
た
こ

と
は
特
筆
に
値
す
る
だ
ろ
う
。
そ
し
て
石
井
家
文

書
は
そ
こ
ま
で
至
ら
し
め
た
勉
強
の
過
程
を
示
す

貴
重
な
史
料
で
も
あ
り
ま
す
。 

  
 

五
、
石
井
和
儀
の
墓 

 

西
光
寺
に
は
図
４
に
示
す
よ
う
な
墓
が
あ
り
、

石
井
家
過
去
帳
や
西
光
寺
の
過
去
帳
と
照
ら
し
合

わ
せ
る
と
こ
の
墓
が
石
井
和
儀
の
も
の
と
判
明
し

ま
す
。墓
か
ら
は
石
井
弥
四
郎
和
儀
の
戒
名
は「
萬

嶽
了
忠
居
士
」
で
あ
り
、
生
没
年
は
「
文
化
元
年

（
一
八
〇
四
）
十
一
月
七
日
生
、
明
治
四
年
（
一

八
七
一
）
二
月
二
十
一
日
亡
」（
六
十
七
歳
）
と
い

う
こ
と
が

わ
か
り
ま

す
。
こ
の

生
没
年
の

事
実
に
よ

り
、
石
井

弥
四
郎
和

儀
は
、
師

の
市
川
行
英
と
ま
っ
た
く
同
年
代
の
人
で
あ
り
、

行
英
に
入
門
に
あ
た
っ
て
起
請
文
を
提
出
し
た

（
後
述
）
文
政
六
年
（
一
八
二
三
）
は
十
九
歳
の

と
き
で
あ
り
、
子
の
権
現
に
算
額
を
奉
納
し
た
文

政
十
三
年
（
一
八
三
〇
）
は
二
十
五
歳
の
と
き
と

い
う
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。 

  
 

六
、
お
わ
り
に 

 

和
算
の
盛
ん
な
時
代
背
景
は
あ
る
に
し
て
も
、

石
井
和
儀
は
ど
の
よ
う
な
動
機
で
、
ど
の
よ
う
に

し
て
行
英
に
入
門
し
た
の
だ
ろ
う
か
。
ま
た
、
飯

能
の
田
舎
で
距
離
的
な
問
題
も
含
め
て
ど
の
よ
う

に
師
事
し
た
の
だ
ろ
う
か
。
わ
か
ら
な
い
こ
と
も

多
い
。 

 

文
献
４
に
は
石
井
和
儀
等
門
人
十
人
が
師
の
市

川
行
英
に
提
出
し
た
起
請
文
・
神
文
の
写
し
が
あ

り
ま
す
。
十
人
は
武
州
か
ら
上
州
に
か
け
て
の
人

た
ち
で
あ
り
、
そ
の
時
期
は
文
政
六
年
か
ら
同
九

年
に
か
け
て
の
も
の
が
ほ
と
ん
ど
で
す
。
石
井
和

儀
が
起
請
文
を
提
出
し
た
の
は
文
政
六
年
で
、
行

英
・
和
儀
は
十
九
か
ら
二
十
歳
頃
で
す
。
一
方
、

『
算
法
雑
俎
』
に
は
行
英
が
文
政
九
年
に
信
州
雨

宝
山
（
雨
宝
山
弁
天
堂
：
現
佐
久
市
か
）
に
、
ま

た
同
十
年
に
江
戸
神
田
明
神
に
掲
額
し
た
問
題
が

載
っ
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
「
市
川
玉
五
郎
氏
略
伝

(

５)

」
に
は
遠
州
流
挿
花
を
学
び
文
政
十
一
年
に
一

観
と
号
し
た
こ
と
が
載
っ
て
い
ま
す
。
恐
ら
く
江

戸
で
の
こ
と
で
あ
ろ
う
。 

 

つ
ま
り
、
行
英
二
十
二
～
三
歳
頃
に
は
す
で
に

信
州
や
江
戸
は
行
動
範
囲
の
中
に
あ
っ
た
訳
で
あ

り
、
そ
こ
か
ら
推
測
す
る
と
、
遊
歴
和
算
家
と
し

て
起
請
文
・
神
文
に
あ
る
よ
う
な
各
地
（
武
州
・

上
州
）
を
そ
れ
以
前
に
巡
っ
て
い
た
の
で
は
な
い

か
と
思
わ
れ
ま
す
。
と
は
言
っ
て
も
頻
繁
に
会
う

の
も
難
し
い
時
代
で
あ
っ
た
か
ら
飛
脚
な
ど
の
通

信
教
授
的
な
も
の
も
併
用
さ
れ
て
い
た
の
か
も
知

れ
な
い
。
石
井
和
儀
も
そ
の
よ
う
な
環
境
の
中
で

学
ん
だ
一
人
で
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
。
現
に
、
石
井

家
文
書
に
は
手
紙
の
断
片
も
あ
り
、そ
れ
に
は「
実

七
〇
十
二
万･

･
･ 

法
十
〇
九
四
三 

答
六
四
〇

八 

下
野
国
足
利
郡
名
草
村 

山
田
平
三
郎
」
と

あ
る
。
こ
れ
は
明
ら
か
に
天
元
術
で
何
か
の
問
題

を
解
い
て
足
利
の
山
田
平
三
郎
と
い
う
人
が
石
井

和
儀
に
送
っ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
つ
ま
り
遠
方
の

人
と
和
算
の
問
題
を
や
り
取
り
し
て
い
た
と
い
う

こ
と
で
あ
ろ
う
。
ど
の
よ
う
に
し
て
山
田
平
三
郎

と
知
り
合
っ
た
の
か
不
明
で
す
が
、
石
井
家
文
書

に
あ
る
よ
う
に
岩
殿
観
音
、
吉
見
観
音
、
於
菊
稲

荷
、
榛
名
神
社
な
ど
埼
玉
か
ら
群
馬
に
か
け
て
行

動
し
て
い
た
可
能
性
の
あ
る
と
こ
ろ
を
み
る
と
、

そ
れ
以
外
の
場
所
に
も
行
動
し
た
可
能
性
も
あ
り

ま
す
。
そ
の
よ
う
な
環
境
の
中
で
師
や
仲
間
達
と

勉
強
し
、
石
井
家
文
書
の
円
理
関
係
の
史
料
に
あ

る
よ
う
に
、
当
時
と
し
て
は
高
度
な
積
分
問
題
ま

で
理
解
す
る
よ
う
に
な
り
、
子
の
権
現
の
算
額
の

問
題
を
自
ら
作
り
、
そ
し
て
解
く
に
至
る
よ
う
に

な
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
飯
能
に
も
相
当
な
和
算
家

が
い
た
の
で
あ
る
。
そ
の
こ
と
が
今
回
の
史
料
発

見
で
裏
付
け
ら
れ
た
と
思
わ
れ
ま
す
。 

 

図４ 石井和儀の墓 
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（
謝
辞
）
石
井
家
文
書
の
拝
見
及
び
石
井
家
墓
地

の
案
内
で
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
石
井
健
様
に
お

礼
申
し
上
げ
ま
す
。 
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（
６
）
山
口
正
義
『
飯
能
の
和
算
家
・
石
井
弥
四
郎
和
儀
』（
平

成
24
年
私
家
版
） 

 

＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊ 

『
算
法
雑
俎
』
に
記
載
さ
れ
て
い
る
石
井
和
儀
の

算
額
の
内
容
は
次
の
よ
う
な
も
の
で
す
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掲
于
武
州
子
権
現
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者
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有
如
圖
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穿
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干
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長
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干
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干
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穿
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積
術
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問
題
の
読
み
下
し
は
次
の
よ
う
に
な
る
。 

  

今
図
の
よ
う
に
円
柱
を
梭(

お
さ
、
菱
形
）

で
穿(

う
が)

ち
去
る
場
合
、
円
柱
の
直
径
と
梭
の
長
及
び
平
を

与
え
ら
れ
た
と
き
、
穿
去
さ
れ
た
体
積
を
求
め
る

方
法
は
い
か
に
。 

 
 
 

答
に
曰
く
左
の
方
法 

  

計
算
方
法
は
、
径
を
以
て
長
を
除
し
之
を
自

(

乗)

し
、
率
と
名
付
け
、
径
を
置
き
長
及
び
平
の

半
を
乗
じ
、之
を
原
数
と
し
、

（
原
数
に
）
率
と
１
を
乗
じ

３
と
４
で
除
し
一
差
と
し
、

（
一
差
に
）
率
と
１
と
３
を
乗
じ
５
と
６
で
除
し

二
差
と
し
、（
二
差
に
）
率
と
３
と
５
を
乗
じ
７
と

８
で
除
し
三
差
と
す
る
。
こ
の
よ
う
に
し
て
逐
差

を
求
め
、
こ
れ
ら
を
疉
（
加
算
）
し
て
原
数
か
ら

減
じ
て
そ
の
余
り
が
問
に
合
う
穿
ち
去
っ
た
体
積

を
得
る
。 
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～
～
～
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編
集
後
記 

今
年
の
ノ
ー
ベ
ル
賞
で
医
学
生
理
学
賞
と
物
理

学
賞
が
日
本
人
へ
。
感
動
で
す
。
前
者
の
実
績
は

多
く
の
人
を
救
い
積
極
的
平
和
主
義
の
最
た
る
も

の
。
ど
こ
か
の
政
治
家
と
は
心
構
え
が
違
う
よ
う

で
す
。「
世
の
た
め
人
の
た
め
」
を
教
え
た
祖
母
に

も
敬
服
で
す
。
後
者
の
研
究
は
地
球
の
成
立
ち
に

貢
献
す
る
と
い
う
。
因
み
に
そ
の
研
究
室
の
Ｈ
Ｐ

に
ア
ク
セ
ス
し
て
学
生
達
の
博
士
論
文
を
見
た
ら

全
く
分
か
り
ま
せ
ん
で
し
た･･･

。 

29
号
30
号
は
、
飯
能
の
石
井
弥
四
郎
の
こ
と
を

載
せ
ま
し
た
。『
埼
玉
史
談
』
に
掲
載
さ
れ
た
も
の

を
修
正
し
た
も
の
で
す
。
そ
れ
に
し
て
も
、
四
年

前
に
石
井
弥
四
郎
の
史
料
を
運
良
く
発
見
し
た
と

き
の
感
激
が
甦
り
ま
す
。 

30
号
ま
で
来
ま
し
た
。
安
原
千
方
・
金
井
稠

共
・
戸
根
木
格
斎
・
内
田
祐
五
郎
な
ど
ま
だ
書
い

て
い
な
い
人
物
も
い
ま
す
が
、
今
後
は
埼
玉
北
西

部
（
北
武
蔵
）
中
心
か
ら
埼
玉
と
そ
の
近
郊
に
少

し
範
囲
を
広
げ
よ
う
か
と
思
っ
て
い
ま
す
。 

術文の式 
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である。、次式で示されるもの　これは数学でいえば

････一差＋二差＋三差＋･－原数　　

は、　求める体積

、････二差　三差

、一差、二差原数　一差

、原数　としたとき、率

、平を、梭の長を直径を　右図のように円柱の

･･･ 


